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研究背景

組織のリーダーは、組織のパフォーマンスを高めるために、どのようなリーダーシップ行動を取るべ

きなのだろうか。この問いに関し、これまで一般企業の勤務者を対象としたアンケート調査は行われて

きている。しかしながら、組織のパフォーマンスを上げるだけでなく、メンバーへの教育も重要な目標

となる大学の運動部において、どのようなリーダーシップの形態が望ましいのかについては、これまで

十分に検討されてこなかった。

研究目的

本研究の目的は、大学の運動部において、指導者によるどのようなリーダーシップと、部員によるど

のようなフォロワーシップの組合せが、選手のモチベーションや心理的安寧の点で望ましのかを明らか

にすることである。

研究方法

リーダーシップとフォロワーシップの望ましい組合せを、企業において検討した先行研究と同様の手

法を用いる。すなわち、研究対象を大学の運動部に変え、大学の運動部に特有な質問事項も設けた上

で、選手に回答してもらう。

分析結果

指導者が選手の自主性を重んじ、かつ、選手が自ら積極的に行動する形態では、逆に選手のモチベー

ションを下げてしまう効果があることが分かった。また、指導者が選手の自主性を重んじ、かつ、選手

が指導者の命令に従う形態では、選手に心理的安寧がもたらされることが分かった。

結論

選手が、積極的に行動するタイプなのか、あるいは、指導者の命令に従うタイプなのかによって、望

ましい指導者のあり方が変わってくることが明らかになった。
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